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要旨 中学校では平成 31 年度より「特別の教科 道徳」が全面実施される。いじめ問題や子どもを取り巻く社会
の変化の激しさに対応することがその背景としてある。「道徳性」という資質・能力を育成するために，道徳科の
授業のあり方はどうあるべきか，カリキュラム・マネジメントの視点や教材の質に着目した授業実践を通して明ら
かにする。初年度は，道徳の教科化をスムーズにスタートさせるために，校内の指導体制作りや研修の充実，大学
との連携などを図った。その中でも，「考え，議論する道徳」とするための教材に着目した授業改善を中心に研究
を行った。 
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Ⅰ はじめに 
 
１ 教科化の背景 
 中学校において，平成 31 年度より道徳の時間が
「特別の教科 道徳」（道徳科）として全面実施され
る。教科化の背景には，平成 23 年に起きた大津市で
のいじめ自殺事件がある。小中高校におけるいじめ
の認知件数は 18 万件を超えており ，いじめ防止の
観点からも社会性や規範意識，善悪を判断する力，
思いやりや他者へのいたわりなどの豊かな心を育む
ことが求められ，道徳教育の大切さがクローズアッ
プされた。また，子どもたちを取り巻く社会の変化
の激しさも教科化の一要因である。グローバル化，
情報化の急激な進展，AI など科学技術の急速な進歩，
超少子高齢社会など，私たちが経験したことのない
予測困難な時代を子どもたちは生きていかねばなら
ない。さらに人々の価値観の多様化が進むなか，多
様な他者との議論を重ね，自分が納得し周囲の納得
も得られる解「納得解」を得る資質・能力が求めら
れる。また社会的にも，変貌を遂げる社会の中で，
多様な価値観が見られる。その中で多義的な価値の
見直しの必要性も生まれるであろう。このようなこ
とから，平成 27 年３月 27 日に学習指導要領の改訂
が告示され，道徳教育の充実が図られることとなっ
た。 
 
２ 主題設定の理由 
 現行の学習指導要領でも道徳の時間は，道徳的心
情・判断力・実践意欲・態度など道徳的実践力を育
成するものとして，学校の教育活動全体で行う道徳
教育の要として位置づけられていた。しかし，その
実際はというと，年間 35 単位時間の確保という実施
状況において十分であったとは言い難い。また指導
方法についても，効果的な指導方法についての共有
がなされにくく，心情理解中心の指導が多くなりが
ちであった。 
本校においても，同じような状況が見られる。行
事が盛んな学校であり，道徳の時間に十分な時間を
かけて準備に取り組みづらい現状がある。また道徳
の実施が，学年や担任裁量になっている部分が多く，
研究が不十分な点があった。さらに学校の特性上，
どうしても教科の研究中心で進められており，道徳
の授業については，学校全体として計画的に進める
ことができておらず，組織的な取り組みが弱いとい
う反省点がある。 
また，附属中の生徒は，子どもらしい素直な面を
持つ生徒が多いが，自分にとっての損得をもとに行
動しがちな部分も見受けられる。また，思いはあっ
てもどう動いて良いか分からなかったり，そういっ
た行動で目立つことを避けたりする傾向もあり，思
いと行動がつながらない部分も多い。多様化する社
会の中，新たな道を自分で切り開いていく力強さや，
様々な価値観を持つ人々への理解や寛容といった柔
軟性を，生徒に身につけて欲しいという願いが我々
にはある。そのような力を育成するためにも，道徳
の授業が担う責任は大きいと考える。 
 道徳科の目指すべきところは，「自立した人間とし
て，他者と共によりよく生きる」ということにある。
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その実践（行為・表現など）につなげていくために，
基盤となるのが「道徳性」である。これが，道徳教
育や道徳科で育てることを目指す資質・能力であり，
具体的には，道徳的な判断力・心情・実践意欲と態
度となる。この道徳性は，自己を見つめ，多面的・
多角的に考える場面がある学習で育まれると考える。
これらは附属中の生徒に身につけさせたいものであ
り，そのためには単なる心情理解中心の授業からの
脱却を目指した授業改善が必要となる。また，研究
推進校としても，新たな実践を積み重ねていく使命
があり，教科としての道徳の研究や提案性のある授
業の構築が必要だと考える。 
 これらの理由から，本研究では，深い学びにつな
がるような指導方法を活かした授業改善を目指すこ
ととし，本研究主題を設定した。 
 
Ⅱ 研究の目的 
教科化されることによって学校全体で取り組む道
徳教育や授業の在り方がどのように変化するのか，
カリキュラム・マネジメントの視点や教材の質に着
目した授業実践を通して明らかにする。 
 
Ⅲ 研究計画 
年次 内容・方法 
平成 28年度 
（０年次） 
・教科化に向けての校内研修の実
施 
・校内での研究授業の実施（自作
教材の開発） 
・ＩＣＴを活用した検証授業の実
施（大学との連携） 
平成 29年度 
（１年次） 
・研究組織づくり 
・深い学びにつながる指導方法を
生かした授業開発 
問題解決的な学習 
自我関与を意識した学習 
・評価のプロセスについての方法
検討 
・校内研修の実施 
・道徳通信の配布 
・学校行事と絡めた授業プログラ
ムの開発 
・公開授業の実施（２月） 
平成 30年度 
（２年次） 
・年間指導計画の見直し 
・深い学びにつながる指導方法を
生かした授業改善 
・評価の試行（ポートフォリオ，
観察評価，自己評価など） 
・完全実施に向けての準備 
・公開授業の実施（２月） 
 
Ⅳ 研究内容 
 
１ 本校の特色と関連した道徳 
（１）学校教育目標との関わり 
本校の学校教育目標は，「自己理解，自己決定，自
己実現」である。２代目校長である井上弘によると，
「世界理解に基づいた自己理解，自己理解に基づい
た自己決定，自己決定に基づいた自己実現のできる
人間」を育てることが本校教育の目指す目標として
いる。 
【学校教育目標のとらえ】 
自分をとりまく「世界」がどうなっているかを
理解（世界理解）した上で，「自己」という人間は
その世界とどのようにかかわりあっているのかを
理解する（自己理解）。その自己理解が達成された
とき，自分はどうすべきか行動の価値基準を求め，
自分のなすべき行動を選択し決定する（自己決
定）。そのような自己のなすべき行動を選択決定し
ても，行動化・実践化は簡単ではないが，それを
現実に具体化できる人間が望まれる（自己実現）。
 
道徳科の目指すものは，その目標にもあるように，
「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うた
め，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見
つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，
人間としての生き方についての考えを深める学習を
通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を
育てる」ことである。そのための道徳の時間は，自
分がどうありたいかを考える時間でなければならな
い。また，自律的な価値観を育み，他律受動から自
律協調を促す時間でもありたい。そして他者への想
像力やよりよい意思決定力を育てることで，自分で
考え，判断して，行動することにつながる。このよ
うに考えると，道徳科で目指すものは以下の点で，
本校の学校教育目標と大いに重なる部分がある。 
 
【学校教育目標と道徳科の関連】 
・多様な価値観，考え方に触れて，自分を客観視
する→自己理解 
・価値観が揺さぶられる中で，自分自身がどう考
え，どう判断（選択）するか→自己決定 
・その後の生き方，教室外，卒業後につながる→
自己実現 
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 道徳の授業を通し，仲間を含めた多様な価値観に
触れることで，自分自身を客観的にとらえることが
できる。またそのことで，自身の考えが揺さぶられ，
自分自身がどうあるべきか，よりよく生きるために
はどうすべきかを考え，実践していく自己実現へと
将来的にはつながる。そのような学校教育目標とも
つながる授業実践を行っていく。 
 
（２）全校研究主題との関わり 
本校では，教科研究を進めており，現在は，「自ら
問い続ける生徒の育成～新しい時代を生き抜くため
の『実践知』を培う授業のあり方～」を全体研究主
題に掲げている。全体研究では，「問い続ける」生徒
を育てるために，どのような授業を構築すればよい
かを研究している。新しい時代には常に問いを持ち
ながら，社会の問題を自分の問題としてとらえられ
る生徒，事象に対して「向かう」ことのできる生徒
の育成が望まれているという問題意識において，そ
のような生徒の育成に有効な授業とはどのようなも
のかを明らかにしようとしている。現在３年研究の
まとめの年を迎えているが，研究を進める中で，授
業において切実性などの７つの特性を持たせること
が，有効ではないかと考えている。この視点は道徳
の授業にも通じるものがある。道徳の授業において，
「問い」を教師から提示する場合が多いが，最終的
には教材の中から自分たちで様々な「問い」を立て
させることにつなげたい。自分の人生の課題は，自
分が見つけなければならない。答えを出すことより
も，問いを持つことの方が難しいことも多いが，「こ
れで本当にいいのだろうか？」と考える子どもを育
てることは重要である。全体研究主題で得た視点も，
道徳の授業づくりや教材探し・作成に生かすことが
できると考える。 
 
２ 教科化に向けての具体的な取り組み 
 学校全体で道徳教育に向き合い，道徳の教科化を
スムーズにスタートさせるために，今年度はこれま
での取り組みを発展させたり，新たな試みを始めた
りした。その中でも特に研究主題とした「授業」に
着目し，教科としての道徳の授業はどのように行え
ば良いのかを考えるために，道徳部会を中心に様々
な実践を行った。 
 
【校内の指導体制づくり】 
〇道徳部会の拡充 
 各学年１名ずつ３名の道徳部会であったが，今年
度は２名増員した５名で構成し，教材の検討や作成，
指導案検討，授業実践を行った。 
〇校内での授業公開＆改善 
 道徳部会で検討した指導案をもとに道徳の授業を
各学年で実施，自由に見学してもらい，コメントカ
ードを書いてもらい改善に努めた。授業で使用した
指導案やパワーポイントなどの教材は，共有フォル
ダに保存し，誰でも見て使えるようにしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 授業公開の様子 
 
【道徳教育の推進】 
〇道徳通信の発行 
 道徳主任が研修に参加して得た情報を伝える機会，
教科化への流れの確認などの研修的な意味合いとし
て発行している。またそれ以外にも，道徳部会と大
学との連携の報告，教材の紹介，公開授業の紙上反
省会など，部会からの発信と先生方からの意見の往
還をする場としても活用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 発行している道徳通信の例 
 
〇ミニ道徳研修の実施 
 忙しい中で少しでも道徳教育を効果的に進めるた
めに，短い時間での研修を継続的に続けていくこと
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・読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習
・問題解決的な学習 
・道徳的行為に関する体験的な学習 
 今年度本校では，このうち特に自我関与と問題解
決的な学習の指導方法に着目した授業開発を行って
きた。 
 
（２）教材に着目した授業改善 
 主体的・対話的な学びは，道徳の授業においては
まさに「考え，議論する」部分にあたり，この学習
を通して道徳教育・道徳科で育てることを目指す道
徳性が育まれる。この道徳性が身につく深い学びに
つながる学習とするために，授業においてどのよう
な工夫をすべきか。以下の３点が考えられる。 
 
・子どもたちが考えたいと課題意識を持つような
教材の選定・開発 
・物事を多面的・多角的にとらえ，考えを深める
ことができるような場の設定 
・多様な考え方に触れ，相互理解や自分の価値の
深化・変容につながるような発問の工夫 
 
その中でも今年度の研究では，特に教材の選定・
開発という「教材の質」にこだわって，授業改善を
行ってきた。多様な考えが出るような「教材の質」
である。子どもたちが課題意識を持って，深く考え
ることができるのはどのような教材を選べば良いの
か。興味を引くようなタイムリー性のあるもの，主
体的に判断しなければならない答えのはっきりと決
まっていないもの，規範意識の揺らぎを感じるよう
なもの，これから先遠くない未来に起こりそうな問
題や，そういったものと対比した普遍的なもの，な
どが挙げられる。また，自分事に引き寄せて考えら
れる（自我関与させることができる）といった点で
は，その時々の行事と結びつくような教材を選ぶと
いったことも効果的であると考える。また，その教
材に対して，どのくらい立場に共感させることが出
来るか，ということも重要である。 
 
（３）カリキュラム・マネジメントの視点から 
先述した主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善だけではなく，「カリキュラム・マネジメン
ト」を通じての子どもの学びを組み立てていくこと
も求められている。道徳性などの資質・能力は，1
つの教科だけで育まれるものではなく，教科横断的
な視点が必要となってくる。新学習指導要領の改訂
ポイントの１つとして，カリキュラム・マネジメン
トの確立が挙げられている。道徳についてはそれよ
り以前の平成 26 年 10 月に出された道徳に係る中教
審答申においても，道徳科と各教科等との密接な連
携を強化することが不可欠であるとされ，道徳科を
中心とした他教科との関連を図るカリキュラム・マ
ネジメントの充実が求められている。カリキュラ
ム・マネジメントには「教科横断的な視点」「PDCA
サイクルの確立」「地域の資源を活用したカリキュラ
ムの実現」という３つの側面があるとされるが，今
回は「教科横断的な視点」に着目し，道徳の授業を
核としたカリキュラム・マネジメントの視点からの
単元開発を行った。２学年で１月下旬に行われる校
外学習（＝ホワイトスクール）は，福島県の宿泊施
設を利用する。福島県を訪れるということを生かし，
語り部を迎え東日本大震災についての学習も盛り込
んでいるため，この学校行事と連動した道徳を核と
した単元開発を行った。 
 
表１ 道徳を核とした単元（２学年） 
 教科など 学習内容 
１ 国語 被災した中学生の詠んだ５・７・
５を読み，その心情を慮りなが
ら，下の句を作成し，手紙を書
く。 
２ 学級活動 防災・減災についての学習。自
作教材を用い，どのような意識
を持って生活することが，減災に
つながるかを考える。 
３ 道徳 震災・原発いじめのニュースか
ら，このような悲劇を起こさない
ための態度を育てる 
４ 音楽 
道徳 
合唱曲「花は咲く」ができた経緯
や歌詞に込められた思いに触
れ，生命の尊さについて考える。
またその思いを込めた合唱を作
っていく。 
５ 理科 放射線についての学習 
６ 道徳 ありがとうの語源、被災地支援
の動画から、「当たり前の日常」
とは何かについて考える。 
７ 校外学習 震災語り部の大谷慶一さんの講
話を聞く。また，「花は咲く」の合
唱を届ける。 
８ 道徳 平塚亜美さんの生き方から，逆
境から立ち上がる人間の強さに
ついて考える。 
９ 道徳 これまでの単元を通して，人間
の持つ強さを信じ，よりよく生きる
とは何かについてまとめる。 
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Ⅴ 実践例 
 取り組んだ実践例を以下に挙げる。 
（展開内の◎は中心発問を示す） 
現実社会での問題から考える 
 昨年度行った実践である。2016 年夏のリリース以
来，大ブームを引き起こした「ポケモンＧＯ」にま
つわる問題から着想し，自作教材を作成し，授業実
践を行った。このゲームは，現実空間がゲームの舞
台となることから，そのブームの加熱とともに，歩
きスマホやながら運転による交通への支障，マナー
違反による公共の場所における混乱など，これまで
なかったような社会問題が起きていた。まだはっき
りとしたルールがないなかで，自らがどのように判
断して行動するのかを考えさせることをねらいとし
た実践である。 
（３年）きまりはないけれど・・・ 
主題名：「きまりはないけれど・・・」Ｃ－10 遵法
精神・公徳心 
教材名：「ポケモンゲットできるのはいいけれど」（自
作資料） 
       「ポケモン 困った出没」(朝日新聞，2016
年 7 月 31 日) 
        「ポケモン 寺社どないしょ」（朝日新聞，
2016 年７月 28 日） 
ねらい：決まったルールがない中で，自分がどう行
動するかを考え，公共の場でのマナーにつ
いて考えさせる。 
展 開： 
・ポケモンＧＯについて，どんなことが話題になっ
ているのかについて確認する。 
・自作資料を読み，駅に出現したレアポケモンをと
るための主人公の行動についての問題場面を確認
し，その行動に対してどう思うかを問う。 
・ポケモンが削除された新聞記事から，なぜその場
所で削除されたかを考える。 
・お台場でレアポケモンが出現した際の混乱の様子
の動画を視聴する。 
◎明確なきまりのない状況の中で，私たちはどのよ
うに行動すればよいか。 
 
タイムリー性のある教材（自分事に近いもの） 
 中学校生活最後の総体を控えた３年生に対して行
った実践である。県大会決勝で見事勝利を収め，全
国大会の切符をつかんだ主人公だが，実は相手チー
ムの延長戦でのゴールが審判の誤審によって見逃さ
れていたことを知り，全国大会への出場を拒んだこ
とを教材からつかむ。教材に出てくる主人公の立場
に共感しやすい「最後の大会前」という時期を狙っ
て行ったものである。 
（３年）エースの判断 
主題名：「正しい判断とは何か」Ｃ－11 公正・公平・
社会正義 
教材名：僕は出ない エースの決断「中学道徳 心つ
ないで３」教育出版 
ねらい：ルールに従い，自分の信念を曲げなかった
エースの考え方に触れ，共感し，公正・公
平とは何かを考える。 
展 開： 
・総体を控えた今の気持ちを確認する 
・教材を読み，さらに当時のニュース映像から，ゴ
ールシーンを視聴する。 
◎あなたがチームの一員だったら，どんな決断をし
たか。 
・あなたはこのエースの決断に賛成か反対か。 
・校長から説得されても自分の考えを曲げなかった
エースの行動についてどう思うかをまとめる。 
 
学校行事とのつながり① 
 学校行事との関連を意識し，実施した授業である。
５月に行われる運動会で，２年生は学年種目として
大縄跳びの競技があった。そのタイミングに合わせ
て実施した。運動の得意な子，苦手な子がいる中で，
競技の結果だけではなく，その日に至るまでの過程
やそこで培われる絆の大切さに目を向けて欲しいと
考え，実施した。 
 教材は，ある中学校運動会で大縄跳び競争をめぐ
るクラスの絆のエピソードを取り上げたＴＶ番組を
使用した。 
（２年）みんなで跳んだ 
主題名：「みんなで跳んだ」Ｂ－８友情・信頼 
教材名：エチカの鏡「みんなで跳んだ」2008 年 10
月放送 
ねらい：思いやりのいろいろな形に気づき，仲間と
共に信頼関係を深めていこうとする態度を
育てる。 
展 開： 
・クラスで取り組んでいる運動会の練習を振り返る 
・VTR を途中まで視聴し，あなたがこのクラスの一
員だったら，Ａちゃん（VTR では名前も出ている）
を入れるか，入れないかを問い，意見をワークシ
ートに記入した後，黒板にネームプレートを貼る。 
◎Ａちゃんはどうして，自分の気持ちを言うことが
できたのか考える。 
・VTR の続きを最後まで視聴し，自分たちのクラス
は，自分はどうありたいかを考える。 
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学校行事とのつながり② 
授業参観での実践事例である。多くの保護者の方
が参観する中で，家族愛を主題とした授業を行った。
かけがえのない自分，命について，そして親の我が
子への思いについて考える機会にさせたいというね
らいで行った実践である。 
（１年）ママがあなたに言わなかった 10 のこと 
主題名：家族の愛とは何だろう Ｃ－14 家族愛，家
庭生活の充実 
教材名：ママがあなたに言わなかった 10 のこと
HuffingtonPost
（ http://www.huffingtonpost.jp/natasha
-craig/10-things-your-mom-never-told-y
ou_b_6163020.html）(2018/02/02 閲覧) 
ねらい：親にとって子どもはかけがえのない存在で
あり，普段の何気ない行動や言動の中に愛
があることに気付かせる。 
展 開： 
・Mr.Children の楽曲「横断歩道を渡る人たち」の 2：
30～4：18 までをスクリーンに歌詞を表示しなが
ら視聴し，今日は「家族の愛」について考えるこ
とを伝える。 
・教師が元のブログの記事から母親が伝えたかった
ことの一部を伝える。 
・残りの「伝えたかったこと」にはどんなものが入
るかを考え，意見交換する。 
◎「家族の何気ない行動や言動の中にある，あなた
への愛を考えてみよう。」と投げかけ，家族愛につ
いて考えさせる。 
・自分の家族が面と向かって言わないが，陰で自分
のためにしてくれていること，よく考えてみると
自分を思ってしてくれていた行動を考えてワーク
シートに記入する。 
・仲間の発表も踏まえ，家族愛について改めて考え
をまとめ，共有する。 
 
身近に起こりうる出来事 
活発な意見交換で道徳的価値に迫るために，子ど
もたちの身近にありそうなシチュエーションで悩ま
せ，どうすべきかを考えやすくすることに有効な教
材を活用した。またイラストを用い，教材の提示を
工夫し問題場面をはっきりさせた。 
（１・２年）こんなときあなたならどうする？ 
主題名：「こんなときあなたならどうする？」Ａ－１
自主自律・誠実・責任，Ｂ－８友情・信頼 
教材名：『みんなで道トーク！①学校編』（河出書房
新社，2017）第一話「グループが大事？自
分が大事？」 
ねらい：人間関係の具体的な問題場面での対応につ
いて，選択する行動によってその後の生活
にどのような長所と短所があるか考えさせ
る。それによって，自ら考え，判断し，実
行し，自己の行為の結果に責任をもつ態度
を育てる。 
展 開： 
・「グループが大事？自分が大事？」の話のスライド
を途中まで見せる。 
・主人公がどんなことに困っているのか確認し，自
分が主人公の立場だったらどうするか考えさせる。 
・２つの選択肢を示し，自分だったらＡとＢどちら
の態度を取るのかワークシートに記入し，全体で
共有する。 
 Ａ誘いを断り，一緒に帰っている友人と別に帰る 
 Ｂ悩んでいることを隠し，いつも通り接する 
◎自分と仲間の気持ちを両立するにはどうしたら良
いか考え，もう一度選択をする。その際，Ａ・Ｂ
だけに限らず第三の案を出してもよいこととする。 
・クラスで共有し，感想をまとめる。 
 
Ⅵ 研究の成果と今後の課題 
 
１ 授業実践を通しての成果 
 今年度は「考え，議論する」道徳の授業を構築す
るために，自分ならどうするかという視点を持つこ
とのできる教材を用いて授業を行うことができた。
そのためこれまでの単なる登場人物への心情理解に
とどまるような授業ではなく，子どもたち自身の価
値観が表出するような授業実践をすることができた。
また，教科化の機会をとらえ，授業改善するという
視点を持てたことで，あらためて子どもたちに育て
たい道徳性は何かということに視点を向けることが 
できた。また，指導案の共有や，授業を公開するこ
とで，職員の道徳の授業への意識を高めることにも
つながった。 
 
２ 今後の課題 
 実践を通して分かったことは，まず時間配分の難
しさである。十分に話し合う時間を取りたいが，教
材の提示に時間がかかってしまい，子どもの考えを
深めることができないということがあった。さらに
話合いをする際も「議論」にまで踏み込むことの難
しさを感じた。問題場面に対して，それぞれの意見
を表明することで授業が終わってしまいがちになる
ということである。他者の意見に触れる機会を得る
ことはできているが，その先の議論を通して，考え
を深めていくという部分がどうしても薄くなりがち
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であった。この点に関しては，先述の時間配分とも
大きく関わる点である。 
 また，発問の重要性についても来年度の課題とし
たい。中心発問だけでなく，問い返しとなるような
２つ目の発問についてもしっかりと考慮した指導案
を作成しなければならない。課題に気づかせる発問，
深めるための発問，などのようにいくつかの発問や
問い返しを準備しておく必要がある。また，生徒自
らが問いを持つことができるような投げかけも授業
によっては必要となる。そして，授業者がしっかり
としたねらいを持って授業を行うことが，評価にも
つながっていく。来年度は，指導と評価の関係につ
いても考え，実践を重ねていきたいと考える。 
来年度は研究校として，実態に即した授業改善を
さらに進めていく。また，１時間ごとの授業の指導
方法だけではなく，カリキュラム・マネジメントの
視点から行事と授業の関連を図った単元開発も行っ
ていきたい。今までの行事などの取り組みと道徳を
どうつなげるかを考えることが，新しく教科化され
る道徳の形骸化を防ぐことにもつながると考える。 
 
Ⅶ 参考文献 
・千葉大学教育学部附属教員養成開発センター編
『新・教育の最新事情』福村出版，2017 年 
・土田雄一「『特別の教科 道徳』実施前に学校で取
り組むこと」『月刊プリンシパル』2017 年 12 月号：
６－９，2017 年 
・道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議『「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等につい
て（報告）』，2016 年 
・文部科学省『中学校学習指導要領解説 特別の教
科 道徳編』，2017 年 
・文部科学省「小学校・中学校道徳担当指導主事等
連絡協議会行政説明資料」，2017 年 
・文部科学省初等中等教育局児童生徒課『平成 26 年
度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査』，2015 年 
8
